
 

 おはしは、バラバラの２本の棒
ぼう

を持って使うので難
むずか

しいですね。でも、上

手に使えるようになれば、食べものをつまんだり、はさんだり、まぜたり、運

んだりと、いろいろなことができるようになる、魔法
ま ほ う

の棒にかわります。そし

て、日本の食事の多くは、おはしだけで食べられるように工夫されています。 

おいしく食事をするためにも、おはしの使い方をマスターしましょう。 

 

上のはしは、えんぴつを持つように、親指、

人さし指、中指で持つ。 

「１の字」を書くように、たてに動かして、

上のはしの動きを練習する。 

もう１本のはしを、親指のつけ根から、

中指と薬指の間に通す。 

上のはしだけを動かすようにして、はしの

先をとじたり、開いたりする。 

 おうちの食事や給食で、下の絵にあるようなおはしの使い方ができたら、□の中

に○を書きましょう。いくつマスターできるかな？ 

令和 2年 

９月号 食育だより 
鋸南町学校給食センター 毎月１９日は食育の日です。（ＨＰのレシピ更新予定日です。） 

 


